
知的財産権講座（手続編：中級～上級） 

「戦略的中間手続実践講座＜化学＞」 
 

特許審査における拒絶理由通知等に対する対応では、いうまでもなく拒絶理

由を解消して特許査定を得るということが大切ですが、さらに踏み込んで、特

許後に起こり得る権利行使や無効審判も視野に入れた戦略的な構想をもつこと

が最も重要なポイントになります。また、化学分野の中間対応においては、実

験データ等の作成の要否、証拠の提示方法、面接・プレゼンテーションの方法

など他の技術分野とは異なる点もあるため、それらの点を知っておくことも重

要であります。 

 そこで、本講座においては、一般的な中間手続きの基本テクニックから、化

学分野に中間対応に特有の考え方を含めた応用テクニックまで、実務上おさえ

ておくべき重要ポイントについて最新の化学分野の裁判例等を取り上げながら

わかりやすく解説いたします。また同時に、化学分野の中間対応の実務に対す

る理解をよりいっそう深めていただくために、ケーススタディの一環として、

過去の重要事件を再現した演習課題について事前に意見書・補正書を起案・提

出していただき、それに対する講評・解説も行います。 

 皆様の多数のご参加をお待ちしております。 

 

 

開 催 日 平成２３年８月２２日（月）、８月２９日（月）13:30～17:00 

協  力 近畿知財戦略本部 

開催場所  国 立 大 学 法 人 大 阪 大 学 中 之 島センター ２階 講義 室 １ 

        大 阪 市 北 区 中 之 島４－３－５３ 

講  師 藤井 淳 氏（藤井淳特許事務所 代表・弁理士 

京都大学医学研究科非常勤講師 

大阪産業大学工学研究科客員教授） 

定  員 ３０名（定員になり次第締め切ります。） 

参 加 料 （２日 間あわせて） 会 員 15,000 円  (一 般 24,000 円) 

(テキスト代 含む、消 費 税込み) 

      ●２名 以 上 お申 込 みの場 合 、2 人 目 から５０％引 き（大 阪 発 明 協 会 法 人 会 員 のみ） 

       (テキスト代 含 む、消 費 税 込 み) 

     ㊟(1)３日 以 内 のキャンセルの場 合 、受 講 料 はお返 しできませんので予 めご了 承 下 さい。      

       (2 )聴 講 券 、納 品 書 又 は請 求 書 は、講 座 開 催 日 の１０日 前 頃 に郵 送 いたします。 

       (3 )他 府 県 発 明 協 会 会 員 も会 員 料 金 で受 講 できます。 

 

 

 

お申し込みはお早めに  



プログラム（予定） 

 

＜１日目＞ 

１．審査・審判の現状 

２．拒絶理由通知について 

 （１）拒絶理由通知の正確な把握 

 （２）審査官の特許性否定ロジックの検証 

 （２－１）新規性、進歩性等の場合 

 （２－２）記載要件の場合 

３．拒絶理由通知の対応（基本編） 

 （１）意見書 

   ① 意見書の役割…いかにコンパクトに要領よく作成するか。 

   ② 特許性と権利範囲との関係 

   ③ 自社先願との関係、対応外国特許の存在など 

 （２）補正書 

   ① 補正書の役割…権利範囲に直結する書類 

   ② 補正のタイミングの重要性 

   ③ 補正内容と事業内容との関係 

 （３）分割出願 

 （４）面接（プレゼンの重要性、効果的な面接の手順） 

 

＜２日目＞ 

４．拒絶理由通知の対応（応用編：ケーススタディ含む。） 

 （１）各論 

 （１－１）新規性（パラメータ発明、プロダクトバイプロセス） 

 （１－２）進歩性（動機づけ・阻害要因の考え方、発明の効果（非予測性）） 

 （１－３）先願（同一性の考え方） 

 （１－４）記載不備（実験データの追加補充、文献提出のリスクなど） 

 （１－５）その他 

５．演習 

  起案に対する講評、重要ポイントの解説、実務へのフィードバック 

  中間対応能力を身に付ける方法など 

 
 

申 込 先      一 般 社 団 法 人 大 阪 発 明協 会 （http://www.j i i iosaka.jp/） 

              電 話 ０６－６４７９－１９２６  FAX ０６－６４７９－３９３０ 

申 込 方 法   当 案 内 申 込 書 に必 要 事 項 をご記 入 の上 、ＦＡＸで、また、上 記 ホーム 

ページよりお申 し込 みください。 

 

 

http://www.jiiiosaka.jp/


 

 

              切 り 取 り 線               
 大 阪 発 明 協 会 企 画サービスグループ行 き        FAX ０６－６４７９－３９３０ 

 知的財産セミナー 申込書 

2011 年 8 月 22 日, 8 月 29 日 開 催 「戦略的中間 手続実験 講座＜化学＞」 
申 込 日 平 成   年   月  日  

会 社 名 

又 は氏 名  
部 署 名 及 び 

連 絡 担 当 者  

ご住 所  〒 

TEL FAX 

受 講 者 氏 名   

 

所 属 部 署 名  

 

実 務 経 験 年 数  

 

ｅ－ｍａｉｌ  

受 講 者 氏 名   

 

所 属 部 署 名  

 

実 務 経 験 年 数  

 

ｅ－ｍａｉｌ  

受 講 者 氏 名   

 

所 属 部 署 名  

 

実 務 経 験 年 数  

 

ｅ－ｍａｉｌ  

お支 払 方 法 （予 納 金・現金・銀 行 振 込・郵 便 振 替） 

１．請 求 書  （ 要   不要  ）      

振 込 先     三 井 住友 銀 行 大 阪 本 店 営 業 部 普 通 預 金 ７９００１８２ 

               三 菱 東 京 U F J 銀 行 中 之 島 支 店 普 通 預 金 ００４２４７２ 

            郵 便 振替 口 座  ００９４０－７－３１２５７２  
２．予 納 金 処 理の方 得 意 先コード 

          

  

会 員 ・非 会 員 の区 別（法 人 会 員・個 人会 員        発 明 協 会 ・一 般） 

※お申 し込 み者 宛 に、国 の説 明 会 、講 座 ・セミナーほかの情 報 をご案 内 させていただく場 合 が

あります。なお、案 内 などを希 望 されない場 合 は、当 支 部 へお申 し付 けください。 

※許 可 なくして講 義 内 容 を録 音 することを固 く禁 じます。 


